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中嶋 嶺雄
国際教養大学 学長

いよいよ本格化するグローパル化の時代に直
面して、 国際的なコミュニケーションの手段と

しての英語力が、 これまでの時代とは比較にな

らないほど重要になってきている。 ひるがえっ

て、 日本人の英語力はどうであろうか。 総じで
あまりにも貧弱だと言わざるを得ない。 国民の

約半数が大学へ進学するようになりつつあると

いうのに、 中学で3年、 高校で3年、 大学で4
年と多くの学生は英語を1 0年間も学んでいる
はずなのに、 大学を卒業して英語で仕事のでき

る人材（TOEF Lのスコアで6 0 0点前後も

しくはそれ以上）は、 毎年の大学卒業生の1%
にも満たないことが統計的にも明らかになって
いる。 だとすれば、 残りの99%以上の大学卒

業生については、 1 0年間も学んできた英語が

ほとんど役立たないことになる。 こんな有様で
日本は2 1世紀の国際社会で十分やっていける

のだろうか。

このような危機意識から、 英語教育のあり方

を根本的に見直すべきだとの共通認識に立って、
旧文部省の中に「英語教育指導方法等の改善に
関する懇談会」が発足したのが、 平成1 2年1

月のことであった。 たまたま小学校の学習指導
要領が改定され、 小学校3年生からの総合学習
の時間に「国際理解教育Jが導入されることに
なっていたので、 そこでの英語教育についても

論じられ、 さらには中学・高校・大学の英語教
育の一貫性についても議論された。 私はこの懇
談会の座長を務めたが、 1年間にわたって激し

く議論がたたかわされた。 最終的には国民全体

の英語力を高めるという課題と、 国際社会で活
躍し得る英語力を備えた人材の養成という課題
との2つの座標軸を設定することによって、 報

告をまとめることができた。 文部科学省は引き

続き英語教育の改善策を有識者に聞く懇談会を
設け、 さらに「『英語が使える日本人』の育成を

目指す行動計画Jを平成1 4年7月に策定した。

こうした英語教育の改善に関する限り、 文部科
学省は一貫して揺るぎのない計画を策定して、
かなり早いピッチで実行し始めており、 ここ数

年の変化は目を見張るばかりである。

このような蓄積の上に、 この4月には初等中

等教育局の管轄下で中央教育審議会の外国語専
門部会が発足した。 今回も私が主査を務めてい

るが、 l年以内に小学校から英語教育を正課と
して導入すべきかどうかの結論を出すことに
なっている。 様々な意見がある課題なので、 英

語教育先進県としての秋田県民の意見を是非寄
せていただきたいと思っている。 もとより、 国

際社会で活躍する人材のための英語教育に関し
ては、 県民の皆さんのご支援で開学した国際教
養大学が、 責任をもって行うつもりである。
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